
1．　は　じ　め　に

　1895年12月28日にフランスのリュミエール兄
弟が初めて映画をパリで人々に有料公開して以
来，約10年の間は，映画はそもそも短編しか存
在しなかった。例えば，リュミエール兄弟が製
作した世界初の実写映画といわれる『工場の出
口』（La Sortie de l’usine Lumière à Lyon）や，
蒸気機関車が駅に到着する様子を撮影した
『ラ・シオタ駅への列車の到着』（L’arrivée d’un 

train en gare de La Ciotat）はいずれも 1 分足
らずの無声の記録映画である。
　その後，物語構成を持った映画として，ジョ
ルジュ・メリエス監督のフランス映画『月世界
旅行』（Le Voyage dans la Lune）（1902）やエ
ドウェイン・ポーター監督による『大列車強盗』
（The Great Train Robbery）（1903）が撮影され
たが，両者ともに15分以内の作品であった。
　米国では，こうした短編映画は20世紀初頭に
現れて流行となったニッケルオデオンと呼ばれ
る規模の小さい簡易な映画館で上映された。上
映時間が70分を超える映画が現れたのは1906年
になってからである。それ以後，長編映画が映
画興行の主流になり，短編映画はニュース映画，
文化映画，教育映画，産業映画を中心に製作が
続けられた。
　20世紀の前半，映画産業は急速に発展を続け
ていったが，1960年代以降，家庭にテレビが普
及するに従い，映画産業は成長から縮小へと転
じる。日本国内の映画館への入場者数は1958年

の11億2,745万2,000人をピークに，それ以降の
10年間で 3分の 1以下にまで落ち込んだ（一般
社団法人日本映画製作者連盟『日本映画産業統
計』）。1970年代以降も映画人口は減少が続き，
大手映画会社は助監督の採用を中止した。
　こうした動きは日本に限ったことではない。
米国では1960年代の映画館の観客数は1950年代
のほぼ半分に落ち込み，1963年には史上最低の
年間製作本数（121本）を記録する。多くの負
債を抱えるに至ったメジャー・スタジオは1960
年代に次々と映画以外の巨大産業に吸収・合併
されていった。こうした経営形態の変質によっ
て，映画会社は各々の伝統的特色を失い，映画
のプロを養成しては継続的に働く機会を与える
保護機能を失った（岡村，2013）。
　そのため，映画監督を志す者は，映画会社に
就職して，映画監督に昇進するというコースを
歩むのではなく，自主制作映画を撮って発表す
ることによって，自らの才能をプレゼンテー
ションしていくという方法に活路を見いだすこ
とになる。
　そうした背景と相まって，映画祭の人材発掘
及び育成機能が注目されてきた。特に短編映画
は，比較的短期間で制作することが可能であり，
作家性を強く表現できる表現手段であることな
どから，短編映画祭は，若手監督の発掘機能が
大きいとされる。
　現存する最も歴史の古い短編映画祭のひとつ
とされるドイツのオーバーハウゼン国際短編映
画祭に寄せられた世界的に著名な映画監督のコ
メントには，次のようなものがある。『水の中
のナイフ』や『戦場のピアニスト』などで有名
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なポーランドの映画監督ロマン・ポランスキー
は，「短編映画は新進のフィルムメーカーにな
るための偉大な第一歩であり，オーバーハウゼ
ンは映画監督になるための重要なステップだっ
た」，また『パリ，テキサス』や『ベルリン・
天使の詩』などを撮ったドイツの映画監督ヴィ
ム・ヴェンダースは，「若い時代，オーバーハ
ウゼンで毎年映画を観るのを楽しみにしていた
が，こうした出来事がフィルムメーカーになる
という決意に重要だった」と述べている。
　日本国内に視点を転じてみると，国内の短編
映画祭では，新人の映像クリエーターを生み出
すための人材発掘・育成の仕組みは有効に機能
しているのだろうか。本稿は日本における短編
映画祭の現状を把握し，その人材発掘と育成の
機能を明らかにすることを目的としている。そ
のうえで，課題を抽出し，短編映画祭のあるべ
き姿を探っていく。

2．　短編映画と映画祭

　短編映画とは，上映時間の短い映画のことで
ある。奥村（2008）は，短編映画を「厳密には
3,000フィート，すなわち 1巻から 3巻までリー
ル数をもち，上映時間が30分以内の作品を指す
が，日本ではもう少し長い作品に対してもこう
よぶことがある」と説明している。ただ，実際
上は，長編と短編を分類するための公式の規定
はなく，各映画祭などが独自に分類の基準を定
めている。例えば，映画業界における権威のあ
る賞として知られる米国のアカデミー賞では，
短編映画賞にノミネートされるための条件とし
て，クレジットを含めた上映時間が40分以下と
いうルールが定められている。また，オーバー
ハウゼン国際短編映画祭の国際短編部門への応
募条件は35分以内，フィンランドのタンペレ映
画祭では，短編部門の応募条件が30分以内と
なっている。
　別所（2009）は，短編映画祭は，無名若手監

督を中心とする映像クリエーターたちの登竜門
的存在である，と述べる。一方，短編映画祭が
拡大している背景として，杉浦（2007）は，映
画の製作費の高騰と映画業界における慢性的な
監督人材の不足という課題に対して，新しい才
能を少ないリスクで発掘したいという制作サイ
ドの思惑がある，と述べている。このように，
クリエーターにとっても映画製作サイドにとっ
ても，短編映画祭は映画人材の発掘と育成の観
点からメリットを有する。
　現在のような映画上映を中心とした形式の映
画祭は，1932年に創設されたイタリアのヴェネ
チア国際映画祭がその起源である。その後，
1946年にフランスでカンヌ国際映画祭が開始さ
れ，1951年にはドイツでベルリン国際映画祭が
誕生するなど，映画祭は欧州を中心に発達して
きた。
　日本では，1976年に九州の小さな温泉町であ
る湯布院で湯布院映画祭が開始され，大手の興
行者が扱わない独立プロの低予算映画などを積
極的に支持するところに特色を出した。この頃
から同種の催しが全国的に広まり，地方の中小
都市などで無数の映画祭が行われるようになっ
た。これは従来からあった自主上映運動の拡大
化といえよう（佐藤，1995，p.118）。
　1977年に開始された「ぴあフィルムフェス
ティバル」は，応募された自主製作映画の作家
の中からプロの映画監督を輩出するようになっ
て重要な存在となった。1984年からはコンテス
トの入選者のなかから将来有望と思われる人材
に資金を提供して長編を作らせるという制度も
設けている（佐藤，1995，p.45）。これは日本
における映画祭による人材の発掘・育成制度の
さきがけといえる。
　短編映画祭については，現存する最も古い映
画祭のひとつが1954年に西ドイツ文化映画祭と
して創設されたオーバーハウゼン国際短編映画
祭である。以降，1970年代から1990年代にかけ
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て短編映画祭は世界中で数多く創設され，若手
監督の作品発表の場として大きな役割を果たす
ようになる。
　例えば，1979年に始まったクレルモンフェラ
ン国際短編映画祭は，フランスではカンヌ映画
祭に次ぐ規模を誇る映画祭であり，映画祭によ
る異文化交流と街の活性化に成功している例と
して知られる。
　そのほか，タンペレ映画祭（フィンランド），
セントキルダ映画祭（オーストラリア），アシ
アナ国際短編映画祭（韓国），パームスプリン
グス国際短編映画祭（米国）など，短編映画祭
は世界中で定期的に開催されている。
　映画祭には，上映される映画の認知度を高め
る機能がある。映画祭に作品を出品することに
よって，映像クリエーターは自らの才能と実力
を広くプレゼンテーションすることができ，コ
ンペティションにおいて受賞すればクリエー
ター自身あるいは映像作品に一種の権威が付与
されることになる。映画祭の機能について，濱
口（2013）は，「とりわけ1950年代などは，ア
メリカ映画は例外として，映画が製作された国
の外で上映されるというのは容易なことではな
く，国際映画祭が作品や映画人の発見の場と
なっていた。実際のところ，映画祭がなければ，
日本映画やポーランド映画の世界的な認知は確
実に遅れていたことだろう」と述べている。
　また，映画祭に参加することによって，多く
の作品に触れ，また関係者と交流することに
よって作家の創作に対するモチベーションが高
まったり，新たな映画制作の端緒につながった
りすることも期待できる。

3．　先　行　研　究

　映画祭については，映画専門誌などでの映画
祭の紹介記事や各映画祭が作成・発行するカタ
ログやパンフレットなどはこれまでにも相当数
が公刊されている。また，映画祭関係者による

講演や映画祭をテーマにしたシンポジウムもし
ばしば開催されてきた。だが，その成果を理論
化する努力は少なく，映画祭は映画学研究にお
いて補助的に扱われる程度であった。また，映
画祭に関する先行研究のほとんどは，上映作品
に注目した人文科学の領域での研究であり，映
画祭については，人材育成の面はもとより，産
業論的な実態が分析されてこなかった。
　ただ，2009年以降，米国では映画祭に関する
学術論文集“Film Festival Yearbook”が毎年発
刊されるなど（Iordanova and Rhyne, 2009）
（Iordanova and Cheung, 2010）（Iordanova and 

Cheung, 2011）（Iordanova and Torchin, 2012）
（Marlow-Mann, 2013）（Iordanova and Peer, 

2014），近年になって映画祭の学術的研究が着
実に進みつつある。
　日本では2008年に，映画祭の実態についての
基礎的なアンケート調査をベースにした「『映
画祭』と『コミュニティシネマ』に関する基礎
調査」報告書（コミュニティシネマ支援セン
ター）が刊行された。それ以降，映画祭につい
ての社会科学的な研究は徐々に進んでいる。
　赤崎（2008）は，行政が支援するリゾート型
の社交イベントから都市型映画振興政策イベン
トへ，さらには映画祭の多様化へと映画祭とい
うものが時代的に変容していることを指摘する。
　また，児玉（2009）は，映画には「制作－作
品－鑑賞－社会的評価」という連関構造を持つ
映画の「作品」としての側面と，「投資－商品－
消費－リターン」という連関構造を持つ映画の
「商品」としての側面があると指摘したうえで，
この映画の二面性を踏まえて，映画祭を調査す
る際の視点として，①いかなる映画を上映する
ことによって公に対してどのような情報を発信
するのかという「映画上映」に関する視点，②
映画祭の「マーケット機能」に関する視点，③
映画祭自体をどのように「経営」すべきなのか
という視点，④そもそも映画祭が「『祭り』足
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りえているか」という視点，という 4つを打ち
出している。
　畑中（2011）は，映像系フェスティバルには，
以下のような教育文化支援環境としての意義が
あると指摘する。すなわち，①私的な空間から
パブリックな空間へ作品をさらけだすことで，
作品に客観性が生まれ，観客側にとっても日常
的に目にすることの少ない様々な表現の可能性
に出会うことができる（Exposure，露出），②
作り手，産業関係者，観客の相互交流を促進し，
グローバルな視野を養うと同時に，自身の文化
的アイデンティティの再認識の機会となる
（Exchange，交流），③作品展示上映が，作り
手のキャリア上での価値付けになると同時に，
観客にとっても作品鑑賞を通じて，社会・時流
の文化的価値観を養う（Evaluation，評価），④
商業作品の枠内ではできない実験的な新しいア
イデアを観客に問う「公開実験の場」となり，
新しい芸術表現形式の発展に寄与する可能性が
ある（Experiment，実験），⑤楽しみを観客に
提供し，一部の参加者にとっては，その経験が
制作意欲につながる（Entertainment，娯楽性），
という意義があるとしている。
　矢澤（2011）は，サービス業のマーケティン
グの観点から映画祭のマネジメントを考察して
おり，矢澤（2012a），矢澤（2013c）において
分析を発展させている。また，矢澤（2012b）
と矢澤（2013a）は，地域活性化の見地から，
映画祭の経営モデルを導出した研究である。映
画祭を新たに立ち上げる人的スキルについては，
矢澤（2013b）がアントレプレナーシップの視
点から 2つの映画祭の事例を紹介している。
　映画祭の開催による地域への経済波及効果に
ついては，秋吉（2013a），秋吉（2013b）が，
ひめじ国際短編映画祭を事例として推計を試み
ている。
　こうした先行研究を受けて，本稿では，短編
映画祭による人材発掘と育成面の機能について

考察する。

4．　分　析　方　法

　短編映画を対象にしている映画祭（以下，コ
ンテストを含む）は，大別して，①短編映画の
みを対象にしている映画祭，②映画祭の一部門
として，短編映画部門を設けている映画祭，③
特に短編だけの部門を設けずに，長編と短編を
同等に扱って上映する映画祭，に分けることが
できる。②の例としては，SKIP シティ国際 D

シネマ映画祭の短編コンペティション部門（上
映時間15分から30分まで），小田原映画祭の
ショートフィルム部門（同 3分から20分まで），
米子映画事変の 3 分映画宴（同 3 分以内），か
つて存在した北信濃小布施映画祭の60秒シネマ
コンペティション（同オープニングから最終
カット及びエンドクレジットまでちょうど60秒）
など，作品の募集形態には様々な形式がある。
　本研究では，①の短編映画のみを対象にして
いる映画祭を調査対象としている。調査対象の
選定に当たっては，2013年11月から2014年10月
までの 1年間に日本国内で開催された映画祭の
うち，映画祭名に「短編」あるいが「ショート」
という言葉が含まれている映画祭をまず抽出し，
そのほか，映画祭名にはこれらの言葉が含まれ
ていないが，応募規定において，コンペティ
ションへの応募対象を短編映画のみに限定し，
長編映画を扱わない映画祭も調査対象に加えた。
映画祭の一部門として，短編映画コンペディ
ションを設けている映画祭（上述の②に該当）
もあるが，本研究においては除外することにし
た。調査対象とした映画祭は，表 1のとおり16
の映画祭である。
　これらの映画祭について，現地視察，関係者
からの聞き取り調査，公式カタログと公式ホー
ムページの閲覧，先行研究の検討によって，各
映画祭の開催目的とコンペティションの実施内
容等を調査し分類する。そのうえで，人材発掘
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と育成について，特徴を有すると考えられる映
画祭について事例分析を行う。

5．　事　例　分　析

　本章では，事例分析の対象とした16の短編映
画祭について，開催目的とコンペティションの
実施内容について考察する。

5．1　映画祭の開催目的

　調査対象とした16の短編映画祭のうち， 9の
映画祭が実施目的のなかに人材発掘・育成と
いった内容を明示的に示している。もっとも，
16のうちコンペティション制度を設けている映
画祭が13あるため，これらの映画祭は，明示的
に人材発掘を開催目的として掲げていないとし
ても，コンペティションで賞を授与することに
よる一定の人材発掘機能を有していると考える
ことができる。

　人材発掘・育成以外の映画祭の開催目的とし
ては，映画祭開催地の PR や地域活性化，短編
映画の振興，映像教育などが掲げられている。
また，国際交流と平和活動を開催目的に掲げる
映画祭もあるが，それらは広島国際アニメー
ションフェスティバルや札幌国際短編映画祭と
いった，海外からも多数の作品応募がある比較
的大規模な国際映画祭に限られる。
　開催地域を対外的にアピールすることを目的
に掲げている映画祭は，当該地域に何らかの関
連のある作品や当該地域で撮影された作品など
に応募を限定しているケースが見られる。そう
した映画祭は応募可能な制作者も応募作品も限
定されるため，プロを目指す人材による作品よ
りもアマチュアによる作品が集まるという傾向
がある。

表 1　本研究の分析対象とした国内の短編映画祭

映画祭名 開 催 地 創設年

広島国際アニメーションフェスティバル 広島県広島市 1985

すかがわ国際短編映画祭 福島県須賀川市 1989

ショートショート　フィルムフェスティバル 東京都渋谷区 1999

仙台短編映画祭 宮城県仙台市 2001

水戸短編映像祭 茨城県水戸市 2001

山形国際ムービーフェスティバル 山形県山形市 2005

札幌国際短編映画祭 北海道札幌市 2006

那須ショートフィルムフェスティバル 栃木県那須郡 2006

ひめじ国際短編映画祭 兵庫県姫路市 2007

緑区 Short フィルムフェスティバル 神奈川県相模原市緑区 2010

行啓通ショートフィルムコンテスト 北海道札幌市 2011

知多半島映画祭 愛知県知多郡 2011

O!!iDO 短編映画祭 東京都武蔵野市 2011

シュニット京都国際短編映画祭 京都市中京区 2013

大塚ショートフィルムフェスティバル 東京都豊島区 2014

淡路島短編映画祭 兵庫県洲本市 2014

（出典：筆者作成）
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5．2　コンペティションの実施内容

　本節では，コンペティションの実施内容を作
品の応募方法，審査方法，受賞の方法，受賞後
の支援，に分けて検討する。
5．2．1　応募

　ほとんどの映画祭では，作品の応募は一般か
ら広く受け付けている。もっとも，開催地域の
PR を主目的にしている映画祭は，当該地域に
関連のある作品でなければならなかったり，当
該地域で撮影された作品でなければならなかっ
たりといったように，作品の募集に一定の制約
を課していることがある。また，短編映画祭で
ある以上，映画の上映時間に関しては当然に制
限がある。30分以内としている映画祭が目立つ
が，水戸短編映像祭のように，短編映画として
は比較的長く50分以内としているものもある。
一方，行啓通ショートフィルムコンテストや緑
区 Short フィルムフェスティバルのドラマ部
門のように， 8分以内としているものなど，映
画祭によって幅がある。
　また，応募作品の制作年度は問わない映画祭
もあるが，多くの映画祭は，映画の完成から一
定の期間内（ 1年から 4年程度まで）の作品の
みを受け付けるという制約を課している。
　特徴的な応募方式としてあげられるのが，札
幌国際短編映画祭のフィルムメーカー部門であ
る。ほとんどの映画祭では， 1作品ごとに作品
の応募を受け付ける方式を採用しているが，札
幌国際映画祭のフィルムメーカー部門では，一
人の監督が複数本の作品を45分以内にプログラ
ムして応募することができるプログラムエント
リー方式を採用している。
5．2．2　審査

　調査対象とした16の映画祭のうち，14の映画
祭でコンペティション（コンテスト）が実施さ
れている。映画祭の運営主体にとって，短編映
画は，長編映画に比べて作品一本あたりの審査
に時間がかからないというメリットがあり，短

編映画祭だけではなく，長編映画を扱う映画祭
においても，コンペティション部門においては，
作品の上映時間に制限を設けている場合が少な
くない。
　多くの映画祭では，作品の審査は 2段階ある
いは 3段階に分けて行われる。応募されたすべ
ての作品を映画祭の開催期間中に上映すること
は時間的に不可能である場合が多く，また，作
品の質が一定のレベルに達していないこともあ
るため，映画祭で上映する作品は，事前審査に
よってふるいにかけられる。そして，事前審査
を通過した作品は，受賞の候補となるノミネー
ト作品として映画祭のコンペティションで上映
され，審査員によって評価される。
　審査員の構成は，映画祭によって様々である
が，最終審査は著名映画監督や俳優，プロ
デューサー，他の映画祭のディレクター（ある
いはプログラミング・ディレクター）などが審
査員を務めることが一般的である。開催地域の
活性化など特定の目的を持つ映画祭の場合は，
当該分野に造形が深い専門家や関係者が審査員
に含まれることがある。
　海外からの出品の多い国際映画祭では，審査
員は日本人だけではなく，地域を分散させた多
国籍なメンバーによって審査委員会を構成する
ことが多い。また，観客に投票用紙を配布し，
その得票率などによって選考する観客賞を設け
ている映画祭もある。
5．2．3　受賞

　調査対象とした16の短編映画祭のうち，コン
ペティション形式を採用していない映画祭は 4
件であり，他の12の映画祭は出品作品について
のコンペティションが行われて，グランプリな
ど，何らかの賞が選出されるシステムになって
いる。そして，グランプリなどの賞を受けた作
品や人物に対しては，賞金や賞品を授与する制
度を設けている。事例研究の対象とした映画祭
においては，最高で100万円，最低は賞金がな
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い映画祭まで，賞金の金額は映画祭の規模や運
営主体によって幅が広い。
5．2．4　受賞後の支援

　調査対象とした16の短編映画祭のなかでは，
山形国際ムービーフェスティバルが，ノミネー
ト作品から選ばれた上位受賞の監督から，東北
を題材とした長編作品の企画書の提出を受け付
け，企画書が優秀と認められた場合には制作資
金を提供するといった制度を設けている。また，
札幌国際短編映画祭が応募作品の売買の場であ
るフィルムマーケットを設けているのも，受賞
後の支援の一形態といえるだろう。
　ただし，大半の映画祭は，賞は授与するもの
の，受賞後の作品やフィルムメーカーに対して，
個別の具体的な支援制度を用意しているわけで
はない。

5．3　人材育成の類型と問題点

　映画に関する人材育成といえば，映像制作
ワークショップや映像機器のレクチャーなどの
実施による映像教育がまずあげられる。プログ
ラムの中に，このような教育的プログラムを組
み込むことで，映画祭は参加者に対する映像教
育を提供することができる。
　次に，映画祭で行われるコンペティションも
人材の発掘と育成の機能を有している。児玉
（2009）は，映画祭のコンペティションが有す
る機能として，①国際的に有名な映画祭のコン
ペティション部門で賞を受賞した映画作品の制
作に関った者，特に監督や俳優は，映画祭から
付与された権威により，映画界におけるその後
のキャリアの道が大きく開けてくるという映画
の作品面に対する「権威付与機能」と，②国際
的に有名な映画祭のコンペティション部門で賞
を受賞した映画作品は，同時に商品としての価
値を高めることにもなり，劇場における興行成
績や DVD の販売成績の飛躍的な向上を経て，
それに投資した映画製作者に大きな利益をもた

らすことになるという映画の商品面に対する
「商品価値付与機能」，という 2つの機能を挙げ
ている。コンペティションでの受賞作に携わっ
た人材は，主に映画祭の権威付与機能により，
いわばコンペティションでの受賞を名刺代わり
にして，映画界でキャリアを形成していくのに
役立つというメリットを享受することができる。
　小川（2012）は，ファッションデザインコン
テストにおける人材育成の手段を大別して，①
受賞後の支援のような積極的手段と，②特に明
確な支援を持たず，コンテストの審査そのもの
が育成に繋がるという消極的手段の 2つに分類
している。この分類方法は，映画祭における人
材育成機能の考察においても適用可能であると
考えられる。
　以上より，映画祭における人材育成機能には，
①コンペティションに応募するために作品を完
成させるという作家のモチベーションの向上と
作品を実際に制作することによる技術等の習得
機会の提供，②コンペティションで審査員の評
価を得る機会の提供，③コンペティションにお
いて賞を授与することによる権威付与，という
消極的手段による人材育成と，④コンペティ
ション受賞後に，次回作の制作資金の助成を
行ったり，映画の制作機会の提供をしたり，作
品の商業的公開支援ルートを確保したりといっ
た積極的手段による人材育成があることが分か
る。
　もっとも，積極的手段による人材育成を行う
ためには，映画祭の運営主体に相応の資金的な
余裕が必要であるが，多くの映画祭運営主体に
はそうした余裕がないという問題がある。
　また，映画祭による賞の授与が権威を持つた
めには，映画祭自体に権威がなければならず，
そのためには長期間に渡って映画祭が継続して
開催されていることが権威付けの条件のひとつ
である。しかし，実際には，短期間で消滅ある
いは中断してしまう映画祭も多く，映画祭が短



広島経済大学経済研究論集　第37巻第 4号54

期間で消滅してしまえば，そもそも歴史の積み
重ねによる権威付けがなされにくいという問題
点も指摘できる。

6．　代表的事例の検討

　本章では，人材発掘と育成に関して特徴的な
側面を有すると考えられる映画祭として，①ぴ
あフィルムフェスティバル，②札幌国際短編映
画祭，③広島国際アニメーションフェスティバ
ルについて検討する。①は，短編に限定した映
画祭ではないが，映画祭による人材育成事業の
先駆け的な存在である。②は，ユニークな作品
のエントリーシステムとフィルムマーケットを
設けている短編映画祭である。また，③は，ア
ニメーション専門の映画祭として国際的に広く
認知されている。

6．1　ぴあフィルムフェスティバル

6．1．1　概要

　ぴあフィルムフェスティバル（PFF）は，「映
画の新しい才能の発見と育成」をテーマに当時
はまだ観る機会の少なかったインディペンデン
ト映画の面白さを広く伝えるために1977年に東
京で開始された映画祭である。映画祭の名称が
示しているように，この映画祭は，1972年に映
画やコンサートの情報誌「ぴあ」を創刊し，急
成長してきたぴあ株式会社が主催して始められ
た。
　同映画祭のメインとなるプログラムは，開始
当初から続いている自主制作映画のコンペティ
ションの PFF アワードである。PFF アワード
は，作品のフォーマット，長さ，ジャンル，応
募者の年齢，国籍などの制限のない，誰でも参
加できるコンペティションである。これは1977
年に東京で開催された「第 1回ぴあ展」の映像
部門の一企画として，一般公募した作品を上映
したことから始まり，1988年から PFF アワー
ドという名称に改められ，コンペティション形

式で行われている。入選作の作家の中から，石
井聰亙（石井岳龍），森田芳光，黒沢清，園子
温など，後にプロの映画監督として活躍する人
材が数多く現れ，新しい才能が集う場所として
広く認知されている。2014年までの全36回の映
画祭における総応募数は20,246作品であり，総
入選数は592作品にのぼる。PFF アワードのよ
うに，若手のインディペンデントのフィルム
メーカーの才能を発掘しようとするコンペティ
ションのスタイルは，後に始められたゆうばり
国際ファンタスティック映画祭のコンペティ
ション部門などにも影響を与えていると考えら
れ，PFF は新人発掘機能を持つ映画祭のさき
がけである。
　また，コンペティション部門以外でも，通常
の映画館では上映されることの少ない国内外の
映画を紹介している。
6．1．2　人材育成

　PFFによる人材育成の特徴的なものとしては，
PFF アワードの入選監督から企画を募り，製
作から劇場公開までをトータルプロデュースす
る PFF スカラシップという制度があげられる。
　1977年に映画祭が発足して以来，PFF では
若手の作家を紹介し続けていたが，なかなかプ
ロの映画監督として認められる人材が育たない
ままだった。そこで，1984年に PFF 自らが映
画製作を援助することを目的として，「16ミリ
映画制作援助作品」（第 2 回作品からは「PFF

スカラシップ作品」）が作られることになった。
自主制作映画の作家たちは，この PFF スカラ
シップを通じて，劇場用映画の製作から公開ま
での道筋を学ぶことになる。この制度は次のよ
うな手順で行われる。まず，PFF アワードで
グランプリなどの賞を得た監督から企画を募り，
PFF スカラシップ専任のプロデューサーらが
企画を審査する。そのなかから，最も期待した
いフィルムメーカー 1人に対してスカラシップ
権を与え，映画制作を援助する。PFF スカラ
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シップ権を獲得した監督は，選ばれた企画を基
に，約 1年をかけて脚本を作る。その後，ロケ
ハン，役者オーディション，撮影，編集などを
経て，作品を完成させる。完成した作品は，ぴ
あフィルムフェスティバルでワールドプレミア
上映され，その後，世界各国の映画祭で上映さ
れた後，映画館で劇場公開されることになる。
　そのほか，1982年からは，海外映画祭との交
流を開始し，PFF アワードの入選作品，PFF

スカラシップ作品を世界中の映画祭で紹介して
いる。また，2005年からは，PFF アワードに
入選すると，早稲田大学大学院国際情報通信研
究科に推薦入学を希望する権利を獲得できると
いう制度が設けられている。

6．2　札幌国際短編映画祭

6．2．1　概要

　札幌国際短編映画祭（SAPPORO ショート
フェスト）は，2006年に始まった北海道札幌市
で開催されている短編映画専門の映画祭である
（今泉，2009を参照）。
　この映画祭が創設された源流は2000年に遡る。
1999年に俳優の別所哲也の企画によって，本格
的な短編映画祭である「アメリカン・ショート
ショート　フィルムフェスティバル」が東京で
開催された。北海道在住で，映画祭の創設に興
味を抱いていた現・札幌国際短編映画祭のプロ
デューサー・フェスティバルディレクターの久
保俊哉が別所哲也に面会して相談したところ，
企画が進み，アメリカン・ショートショート　
フィルムフェスティバルのナショナルツアーと
して，フランチャイズ形式による「アメリカ
ン・ショートショート　フィルムフェスティバ
ル in 北海道」が2000年に開催された。当初は
小規模だったが，事業収支は 1年目から黒字を
確保した。2001年は150万円に予算で運営した
が， 3 日間の開催で500人を動員した。2006年
には，入場者数が5,700人となり，東京会場を凌

ぐまでに成長した。そこで映画祭は，フラン
チャイズ形式から独自プログラムに移行し，映
画祭の名称も札幌国際短編映画祭に変更した。
その際，札幌市が主催に加わり，札幌市のコン
テンツ産業振興事業のひとつとして，映画祭が
位置づけられることになった。
　映画祭の目的としては，以下の各項目が挙げ
られている。①産業創出として，映像関連産業
の育成とショートフィルム売買を行うマーケッ
トを設置する。②国際交流として，ショート
フィルムと映像作家を通じた国際交流，平和活
動をする。③映像教育・人材育成に関して，映
像制作ワークショップや映像機器レクチャーな
どを実施する。④地域活性化のため，地域コ
ミュニティへのショートフィルム上映やイベン
ト開催を行う。⑤ショートフィルムを通じた文
化創造。⑥国際都市として，メディア・コンテ
ンツ集積都市としての国際発信力の向上を行う。
このように，同映画祭ではコンペティションの
みならず，ワークショップやレクチャーなどに
よる映像教育や人材育成にも注力していること
が分かる。
　2014年に開催された映画祭では，95の国と地
域から3,016本の応募があり，その中から29の
国と地域の86作品を選出してコンペティション
上映を行った。メイン会場となったのは，札幌
市の繁華街である狸小路に所在する映画館「札
幌プラザ 2・ 5」である。
6．2．2　人材育成

　札幌国際短編映画祭の人材育成上の特徴と考
えられる点は，ユニークな作品のエントリーシ
ステムとフィルムマーケットの設置である。
　同映画祭では，映画制作者をトータルに評価
し，作家自身に与える「フィルムメーカー部門」
と作品を評価する「作品部門」の 2つの部門に
分けて，それぞれのグランプリ（最高賞）を競
うシステムになっている。
　作品部門は， 1作品ごとにエントリーするス
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タイルを採用しており，こちらは他の映画祭で
も広く行われている方法である。一方，フィル
ムメーカー部門は，映画監督が，自身の作品を
3本以上，45分以内に組み合わせてエントリー
するという方式を採用している。これは，個別
の作品だけではなく，監督という個人に焦点を
当てている点で，人材の育成と発掘という映画
祭の機能に結びつくものといえる。
　また，同映画祭では，開催期間中，メイン会
場の近隣に，商談を目的としたフィルムマー
ケットを設けており，上映会場の近隣に設けら
れたマーケット会場で，映画を買い付けるバイ
ヤーは応募作品を検索，閲覧することができる
ようになっている。例えば，カンヌ国際映画祭
には大規模なフィルムマーケットが併設されて
いるが，日本国内の映画祭で公式なフィルム
マーケットを設けている映画祭は，この他に東
京国際映画祭のほか，数少ない。
　それに加えて，2008年には「spotrights」と
いうインターネットを利用した作品の登録シス
テムを構築した。このデータベースは，作品の
オンラインマーケットとして機能しており，映
画制作者は，自身の作品情報を登録することが
できる。また，バイヤーは，作品の視聴や，映
画制作者への連絡をすることができるなどの機
能を有している。作品のデータベースを設けて
いる映画祭は，日本国内では非常に珍しい。
　札幌国際短編映画祭は，クレルモンフェラン
国際短編映画祭に2008年よりブース出展を行い，
世界34カ国が加盟するインターナショナル・
ショート・フィルム・コンファレンスに加盟す
るなどして，国際的なショートフィルムのネッ
トワークを構築している。また，世界各国との
プログラムの相互交流によって，日本作品の海
外へのプロモーションを展開するなどの活動を
行っている。

6．3　広島国際アニメーションフェスティバル

6．3．1　概要

　広島国際アニメーションフェスティバルは，
広島県広島市において隔年で 8月に開催されて
いる国際アニメーションフィルム協会（ASIFA）
公認のアニメーション専門の映画祭である。ア
ヌシー，オタワ，ザグレブとともに，世界 4大
アニメーションフェスティバルのひとつとして
知られている。同映画祭は，1985年に広島の被
爆40周年記念事業として始まり，「愛と平和」
をテーマにして開催されている。第 1回は広島
市公会堂，第 2回，第 3回は広島厚生年金会館，
第 4回以降はアステールプラザが会場となって
いる。コンペティションのほか，特集上映，セ
ミナー，シンポジウム，ワークショップ，エ
ディケーショナル・フィルム・マーケットなど
で構成される総合的な映画祭である。2014年の
第15回大会では，世界74の国・地域から2,217
本の応募作品が集まり，その中から選考審査を
経て，コンペティション対象の59本が選ばれ，
映画祭の期間中， 4日間に渡って上映された。
6．3．2　人材育成

　広島国際アニメーションフェスティバルにお
いて，人材育成に関する特徴的な仕組みとして
は次のようなものがあげられる。
　コンペティションでは，一次選考審査を通過
した作品を公開審査し，グランプリ，ヒロシマ
賞，デビュー賞，木下蓮三賞，観客賞などが選
ばれる。特にデビュー賞は新人のための賞であ
る。そのほか，若手の才能を発掘することを目
的として，「学生優秀作品特集」というプログ
ラムが設けられている。
　1994年の第 5回大会以降，プロを目指す若手
が自分の作品を持ち込んで上映することができ
る上映スペース「フレーム・イン」が設けられ
ており，若手が自作をプレゼンテーションする
機会を提供している。希望者は映画祭初日以降，
日時を申し込めば事前審査なしで作品を上映す
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ることができるシステムになっており，その際，
大会に来場しているアニメーション関係者の批
評やアドバイスを受けることができる。
　教育現場の活性化と若い才能の発掘を主たる
目的として開催されているフィルムマーケット
の「エデュケーショナル・フィルム・マーケッ
ト」は，アニメーション制作を志望する若手に
とっては，自らの才能を発表し，国際的な飛躍
のきっかけをつかむ場として，また，プロダク
ションや企業にとっては，若い優れた才能を発
掘する場として活用されることを期待して設置
されている。

7．　考　　　　　察

　前章までに検討してきたことから，短編映画
祭には，若手のフィルムメーカーを育成するた
めに，以下のような機能と意義があることが分
かる。
①意欲の喚起：短編映画祭を訪れた映画制作に
興味を持つ観客に対して，映像表現の自由さ
と豊かさを伝えることによって，映画制作へ
の意欲を喚起する刺激を与える機能を有する。
②制作への動機付け：コンペティション部門を
有する短編映画祭への応募や入賞を目指して，
若手のフィルムメーカーが実際に作品を制作
するための動機付けを与える機能を有する。
短編映画は長編映画に比べて比較的低予算か
つ短い日数で制作することが可能であり，プ
ロを志望する若手のフィルムメーカーにとっ
ては，短編映画を制作することによって，自
らの能力を向上させていくことになる。
③作品発表の場：自主的に映画を制作したとし
ても，それを実際に発表する場がなければ，
フィルムメーカーは，自らの才能と制作した
作品自体を広くプレゼンテーションすること
ができない。短編映画祭は，一般の観客や新
しい才能を発掘したいと考える映画製作サイ
ド対して，フィルムメーカーが自らの能力を

アピールする場として機能する。
④権威の付与：映画祭におけるコンペティショ
ンでは，審査員によって作品が評価されるこ
とになる。入賞した作品のフィルムメーカー
には一定の評価がなされたと考えられること
から，映画祭は，人材の才能や能力に対する
ある種の格付けを付与し，人材に権威を付与
することで，人材育成を図る機能を有する。
⑤商業化支援：いくつかの映画祭では，コンペ
ティションで入賞したフィルムメーカーに対
して，長編映画を制作するための制作資金の
一部を提供したり，実際に次回作の企画開発
から劇場公開までを支援したりといったよう
に，才能のあるフィルムメーカーがプロとし
て活躍するまでの足掛かりとなるような具体
的な支援策が提供されている。また，映画祭
にエントリーされた作品について，作品を売
買するためのマーケットを設けるなどして，
作品を商品として流通させるための仕組みが
設けられている映画祭もある。そうした機能
によって，若手のフィルムメーカーの育成に
寄与するという意義を有する。
　これらの一連の流れを示したのが図 1である。
短編映画祭で上映される作品は，長編の大作映
画などに比べて低予算かつ短期間で制作できる
ものが多い。映画祭に参加した観客は，そうし
た自由で豊かな表現形態で作られた作品を鑑賞
することによって，映画制作というものが決し
て遠い世界のものではないということを知るこ
とになる。これが①の段階である。
　短編映画の制作に興味を持った人々の中から，
コンペティションを有している短編映画祭に自
分の作品を応募するために，実際に作品を制作
するフィルムメーカーが現れることが期待され
る。短編映画の制作は，フィルムメーカーの才
能を開花させるための教育的手段として機能す
る。これが②の段階である。
　フィルムメーカーが短編映画を完成させたと
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しても，それを大衆の目に触れさせ，広く作品
を伝えなければ，作品は社会から評価されるこ
とはない。フィルムメーカーの才能を発見する
ためのプレゼンテーションの場として，短編映
画祭は機能する。これが③の段階である。
　映画祭で上映された作品が優れたものである
と評価されれば，短編映画祭は，フィルムメー
カーに賞を授与し，彼らに対する権威付けが行
われる。これが④の段階である。それと同時に，
映画祭で上映された優れた短編作品に触れた新
たな観客の一部は，映画制作が身近なものであ
るとの刺激を受けることになる。これが再び①
へと向かうサイクルである。
　また，優秀な人材は，映画祭による商業化支
援を受けて，プロのフィルムメーカーとしての
道を歩み始めることになる。これが⑤の段階で
ある。
　『仕立て屋の恋』（1989）や『髪結いの亭主』
（1990）などで有名なフランス人の映画監督パ
トリス・ルコントは，短編映画と短編映画祭が
自分に与えた影響について，次のように語って
いる。

　映画を作ることなんて夢だと思っていた。
ある日，住んでいた町で短編映画祭があり，
そこで上映された短編映画を見ているうち
に，ひょっとしたら映画を作ることはそん
なに遠い夢ではないのではないかと思い始
めた。その後，映画学校に行ったが，何も
学ばなかった。映画館で映画を見たり，安

い予算で短編映画を撮り始め，学んだこと
が多かった。
（「京都ヒストリカ国際映画祭」における
トークショーにて，2014年12月 6 日）

　このコメントに代表されるように，多くの若
手のフィルムメーカーにとって，短編映画は，
長編映画を制作するための登竜門として位置づ
けられ，短編映画を作るということ自体が，自
らの能力を開発するための訓練の場として機能
する。また，短編映画祭は，そうした若い才能
をプレゼンテーションするためのショーケース
であり，フィルムメーカー志望者に対する動機
付けの場となっている。そして，映画祭による
人材育成機能の循環により，新たな人材育成に
つながっていくことが期待される。ただし，現
状では，⑤については一部の短編映画祭のみで
制度が設けられているに過ぎない。
　今後における人材育成の手段としての短編映
画祭は，以上で述べたような人材育成のための
各機能がシームレスかつ有機的に働くような制
度設計を具備し，的確に運用していく姿勢が望
まれよう。

8．　お　わ　り　に

　本稿では，日本における短編映画祭の現状に
ついて，主に人材育成機能の観点から検討した。
第 5章で考察したように，多くの短編映画祭で
は，若手のフィルムメーカーの作品を上映し，
発表の機会を提供しており，かつ，優秀な作品

（出典：筆者作成）
図 1　短編映画祭における人材育成機能の流れ
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には賞を与えることによって，作品にある種の
権威を付与しようとする姿勢を確認することが
できた。ただし，受賞後の支援にまで踏み込ん
だ映画祭はごく少数にとどまっていることも確
認された。
　それに対して，第 6章で検討したように，数
多くの人材を輩出しているぴあフィルムフェス
ティバルでは，コンペティションにおける賞の
授与のみならず，PFFスカラシップなどにより，
受賞後の人材育成や支援に手厚いことが分かる。
また，札幌国際短編映画祭では，フィルムマー
ケットの設置や作品データベースの整備などに
より，作品を商業ルートに乗せることへの支援
が行われている。広島国際アニメーションフェ
スティバルでは，若手が自らの才能をプレゼン
テーションする機会を提供しており，若手に
とって，映画業界における人的ネットワークを
作っていくための足がかりとなる場となってい
る。
　短編映画祭を通じて，映画制作に関する人材
を育成するためには，映画制作に興味を持つ人
材に対して，映画制作への意欲を喚起するため
の刺激を与えることから始まり，商業化支援に
至るまでの一連の流れを有機的かつ間断なくカ
バーしていくことが望ましい。しかし，多くの
映画祭は，人的及び資金を含む物的な資源が不
足しており，すべての機能をシームレスに発揮
させることは難しく，特に積極的手段による人
材育成は不十分な状態にある。
　ただ，短編映画祭を中心とした映画祭による
人材育成には新しい動きも出てきている。渡邊
（2013）は，「2000年代以降の日本映画の動向を
考える時に，比較的若い世代を中心としたイン
ディペンデント映画をめぐる一定の規模の文化
圏が形成されていることは見逃せない」と指摘
する。例えば，芸術大学出身の若手女性監督作
品を上映する「桃まつり」，大阪のインディペ
ンデント映画を特集上映する「CINEDRIVE」，

若手映画監督と若手ミュージシャンによる新作
音楽映画祭「MOOSIC LAB」などのインディ
ペンデント映画の上映イベントは若い観客の動
員にも成功している。こうした自主的な上映会
も人材の発掘と育成に一定の寄与をしていると
考えられる。
　映画祭を通じた人材の育成に関しては，映画
祭をめぐるマネジメント及び文化政策的な課題
も多い。また，本稿では，考察の対象を日本国
内の短編映画祭に限定したが，海外の国際的な
短編映画祭との比較による国内映画祭のあるべ
き姿の考察も今後の課題である。

（本研究は JSPS 科研費26380556の助成を受けたもの
です。）
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